
　冬季になり、ご自宅でのストーブや屋外での暖房器具を使用する頻度が高くなる時期です。「火災の危険」も
増えますが、「一酸化炭素中毒」にも気を付けましょう。融雪時農業用ビニールハウス内で豆炭や石油ストーブ
を使用する際も十分注意してください。

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署  （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。

　無臭・無刺激な有毒ガスのため自覚症状がなく、気が付いた時には中毒症状になり、一酸化炭素の濃度に
よっては、頭痛、めまい、吐き気、意識を失う場合があり、重症化すると死にいたることがあります。

　一酸化炭素中毒の特徴

　閉め切った部屋で暖房器具や掘りごたつなどを長時間使用すると、部屋
の酸素が不足して暖房器具の不完全燃焼がおこり、一酸化炭素濃度が上昇
します。
　また、屋外でのレジャーやスキー場などで車内暖房を長時間使用するこ
とで一酸化炭素が発生し、死亡事故が起こる可能性もあります。

　一酸化炭素中毒の発生原因

　予　防　策

一酸化炭素中毒に注意し、こまめに「換気」をしましょう!!一酸化炭素中毒に注意し、こまめに「換気」をしましょう!!

　３月１日から３月７日までの一週間、春の火災予防運動を実施します。この運動は、地域の
皆様に防火・防災意識や防災行動力を高めていただくことにより、火災の発生を防ぎ、万が一
に発生した場合にも被害を最小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守ることを目的と
しています。まだまだ寒い時期が続き、暖房器具等の火気の使用が多いと思いますが、今一度
火気の使用について十分注意して行ってください。
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● 暖房器具やガス湯沸器等を使用している部屋の窓を少なくとも
　 １時間に１回開けて換気をするようにしましょう。
● 台所では換気扇を使用しましょう。
● 暖房器具やコンロの不完全燃焼がないか確認しましょう。
● 長時間、車内暖房を使用することはやめましょう。

　町の心理師、岡本です。
今回は「高校生」についてのお話（もちろん高校進学の有無を問わず、ここでは中学校を卒業した児童のことを
指します）。
　テスト期間や受験シーズンなど、エコールみよたのロビーでは学生たちがよく勉強しています。なかでも高
校生が閉館ギリギリまで残って頑張っている姿が特に印象的です。その光景を見るたび、ストーブや暖かい飲
み物を差し入れしたくなりますが、実際のところはこころの中で応援するだけにとどめています…。
　日ごろの相談業務においては、基本的に保育園・幼稚園、小学校、中学校の児童やその保護者、関係者と関
わることが多いです。特に対象年齢が決まっているわけではありませんが、入職当初は高校生の相談はありま
せんでした。このように園および義務教育の期間は、町としても比較的関われる機会が多いですが、そこを過
ぎてしまうとどうしても児童（家庭）と町との距離が空いてしまいます。御代田の場合、町外に高校があるた
め、よりその傾向があるかもしれません。
　ただここ数年、徐々に高校生の年代の相談や関わりも増えてきました。中学校卒業後のフォローとして継続
して関わる児童もいますが、その多くは中学校卒業後に初めて関わる児童です。本人や保護者との面談だけで
なく、高校や関係機関（医療・福祉など）との情報共有や連携も行っています。あまり堅苦しくならないよう、
ときには自宅訪問して一緒にゲームをしたり、外出して古着屋を見に行ったりすることもありました。また子
どもの年齢や状況によっては就労に向けた支援や連携を図ることもあります。
　高校生の年代に対する支援については、まだ体制やマンパワーなどの課題もありますが、上記のような対応
が一例としてあります。ご参考までに。� 問い合わせ先　教育委員会学校教育係 （32）9100

町長コラム このコーナーでは毎号、小園町長が町民の
皆さんに届けたいメッセージを綴ります。〉〉Vol.40

被災地支援にご理解、ご協力を
　「ブオン、ブオン、ブオン」。元日の夕方に開かれた「ニューイヤーカーリングｉｎ御代田2024」の閉会式。
華やいだ気分で鏡開きに臨んだところ、会場の皆さんの携帯電話から一斉に警戒音が鳴り、ほどなく地
面が揺れました。遠くで大地震が起きたらしい。役場に駆け付けたところ総務課職員や各課長が集まり、
町内の被害状況把握に努めました。震源付近の被害状況は、テレビを見てもつぶさには判明せず、それ
だけにかなりの大ごとになっているなと推察しました。その日から近隣首長や町村会メンバーなど多く
のかたにご連絡を取り、近隣の支援状況を把握しました。
　佐久水道企業団からは富山県高岡市に職員４人と３トンの給水車を派遣（その後石川県羽咋市に転戦）。
御代田消防署からは佐久広域消防として石川県珠洲市に職員と救急車を出しました。社協と協力し町民
から集めた大人用、赤ちゃん用の紙おむつやおしりふきなどの緊急物資は40センチ角ほどの段ボール箱
30箱となり、町民の皆さんの温かい気持ちをあらためて知ることとなりました。
　今後は避難所の運営や罹災証明書の発行など公務員が適した業務に関しては役場職員に手を挙げても
らって随時、特に被災状況の深刻な石川県輪島市等に派遣していきます。かなり息の長い取り組みとな
ると思われますが、役場業務への影響を最小限としながらできるだけ職員の経験値を高め、中長期的に
は町民の皆さんのお役にも立てる体制にしてまいりたいと思います。また、町民の皆さんで現地ボラン
ティアとして従事したい皆さんは、社協の災害ボランティアセンターで事前登録を進めています。派遣
場所や日程が確定し次第優先してご連絡を差し上げますので、ご登録いただければと思います。
　上記以外にも、できることは全部やるつもりで取り組んでまいりますので、ご理解、ご協力をお願い
いたします。
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「未来は彼らの手の中に」
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